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（今昔物語巻十
l)
「引、盗バ，ん為，i
（今昔物語巻二十九）
訂巴却劉
ク
リケリ。
⑰門UI郡二右ケル浜ニ
巻三十一）
菜池二多ク澁ケル程二●其ノ穴ヲ本トシテい立姻砂
゜
ニケリ
（以上和漢混惰文）
一63ー
では、①及び②のそれぞれの文の特徴を朋らかにする一
＾ ＾ 
碑引印虹ぃ9幽翌ァ有ケレバ
＾ 
” II ” 
巻一一一十一） 巻三十一）.•••••• ．．． 
蹄家ノ内ノ万ソ物共皆靭細覇い、細虚罰ル頑無限。
4ー主語の奉仕に対する報酬ーー主語が心にかけて大切にしているもの，ー喜が誓している行為n|‘
主語が同情していると思われるもの
L孟仕悶盆
30狂邸ー主語の所有物
1427282943ー主語
の
肉萩
紀
主
器の官戟。身分。地位を示すもの
23 このように
して以下をみていくと、
68訟⑬店18⑳邸幻狂⑫33⑮⑰⑱
Ss40“42“位“ー
1主語
の
身体の一部·
は主語である伊周の官琺地位を示すもの、
3の「頭」は、
主語である前頭中将兼網の官
ntt
（蔵人頭）を示すもの
、
4の「きぬ」は、
主詰である直木が柏の木を据ってきた
ことに対する報酬で
「かづけらる」ことにより主語の
所有物 なるもの、
5の「よき」は、
主語である木こり
の所有物、
6の「背中」は、
主語であ
る鮎の子の身体
の
一部、
7の「もみじ」は、
主
語であ
る君が、
格別心にか
けて大切に思っていたも 、
などという具合に考えられ
る
。
”ー主語の氏・素姓を示すもの匹ー主語の行為に対する神仏から 果報痴ーー主器の行為の結果出現したもの
のようになる。
これらに共通して習えることは、
すぺて、
とい
う
点である
J
なお、
ここに掲げなかった他の用例に
ついても、
すべて同様で、
例外は全くみられなかった。
換言する 、
「ヲ」格を残す受身では、
．目的語に必ず、
主語の付屈物、
所有物、
その状艇などを示すこと、ばが（
るのである。
次に、
向について調ぺてみよう。
「ヲ」格を残す受身
の場合、，述語は
とらる、
くはる、
をらる、
ほろぼさる、
犯さる、
斬
らる、
盗まる、
召さる、
壊らる、
切らる＇、
奪はる、
妨げ
f
粘らる、
隠さる、
討たる、
差さ
る
、踏
ま
る
、突かる、，咋はる
．、突付けらる、
押取らる、
殺さ
る、
ながさる、
打たる、．しぽら ＇
破らる、
砕かる、
胎折らる、
打付ちる、
茉ら
る
、呑
まる＼巻寵めらる
、·
などが用いられている
C
これらは、，主語である人間、
あ
目的語が、
主飴の付屈物、
所有物、
状態等を示している
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示している。
b主語
が
、目
的語と述語によってなされる結果を、
迷
くる
。
向がはなはだ強いといえる。
「今昔物語」では、
前者が
の生物の付屁物、
有所物、
付帯甚情を示すことばが
「ヲ」格を残す受身は、
被害意識を伴って使用される傾
aその目的語には、
必ず主語である人間またはその他
従って、
和澳混消文においてはもちろん、
和文でも、
①「ヲ」格を残す受身
もなってい のである。
上述したところをまとめると次のようになる。
例についても、
害意諧を伴う場合が多く、
ここでも和文では一・五倍、
和漢混惰文では五倍になっているc
さらに、
「ヲ」格を
残す受身では、
前者がニ・五倍に、
後者が六ニ・五倍に
一例に対し、
後者が一
0
四例もみえ、
最も顕著な領向を
す表現が多い。
ここに掲げなかった他の非常の受身の用だいたいこの煩向がうかがえる。
前者に多く用いられ、
である。
すなわち、
受身表現は本来、
利益意錨よりも被
．だ
し
、
和文と和漠混消文を比べてみると
状態性表現は
月狂ば荘諒註”⑱江れ郊茫註狂邸邸
な
どである
。た
83ー
後者では、
むしろ動作・行動を示一
以下、
同様に状態性表視とみられるものは、
ま
、
�＇ 
ーニ五対二（今昔物語では、
ま
、
·L' ま
、
①4の「かづけらる」、
9の「ゆるさる」、
17の「知ら
る」など ような利益を及ぼすものもみられるが、
割合
はごく少 い。識を伴うものと利益意維を伴うものとの割合は、
和文で
「ヲ」格を残す受身の全用例中、
被害意
1
五対七、
和涙混汚文で、
10四対一）の比で｀
圧街的に被害意諦を伴う用例が多
い。
因に、
受身表現の全用例についてみると、
その
比は、
和文で、
一六0対九七、
和漠混消文で、
八五四対一
．七一
るいは、
他の生物に悪影響を及ぼすもの
で
ある。中には、
述語が何であろうと、
その主語は利害意識など感じるは
ずはない．
ここで気づくのは、
述語が状態を示している
ものの多い点である。
たとえば、②の1「立てられたり」
一立てられている」状態を、
2の「おしけたれて」
「おしけたれている」状態を、
l2345 
3の「取り払はれて」
「取り払われ いる」状態を表現していると言える。
一方、
非常の受身では、
非偕物を主語としているため、
実の仏舎利ハ、劫焼ノ火き承釦ぎ、金鋭ノ杵ニモ
国
。（今昔物賠巻六）
?,＇,'＇,＇，
9 
・時其尊灼、為レ人所レ盗（日本霊異記巻上）に対して
作用の表現が多くみられる。
a和文では、非常物を主体において、
ル
」
「ーサレテイ
「ーサ
レ
テアル」という状態性の表現を
す
る
場合が多く、勁作・行動の表現は少ない。
b和漠混惰文では、逆に 状態性表現よりも、動作・この②bに見られる特殊な
現
象は、漢文の直訳の影勝
によるものかと思われる。たとえば＼．
「令昔物語」の各
説話の
．出典となった主なものである「法苑珠林」とか、
「日
・本謡異記」には、次のような一致が見出される。
•仏え知答骨金筵ごV不
レ
朽劫火ーーモ叩バ釦リ椎砧ーーモ
1,’'，
�,．,．'
,
'
, 
カ
レ
不レ砕
（法苑珠林、舎利稲第三十七）
②非常の受身
が著しい。ほとんどである惑、不本意、被害などとして受け取っている場合が
「今昔物語」では、特にその頷向
•若（しは
）
現
レ
す
る
と
相
を
‘若（
し
は
）号令する
述語
（と
）
、
若（しは）缶苫研
ー
Cー胃皆］
（成実跨天長五年点二十一、
大坪併治先生の御教示による）薗と口莱ーと‘
身の例がいくらも見出される。
その他、平安時代の、仏寄
を
訓読した安料に非常の受
石身
送ノ辺骰骸有テ、人二枯踏ル。
（今昔物語巻十九)
‘、/＇
,'＇
4ー
・為
ー一人畜
l
所レ履
に対して
（日本鐙異記巻上）
\,',．,
＇，
' 19t
. 
トラ
彼ノ銅ノ像六体、盗人ノ為二被盗ヌ
。
に対
し
て
其ノ絵像、盗人ノ
為
二蝠塾ヌ
。
t'.
，
‘99 
。彼銅像六体盗人所レ取（日本盤異記巻中）に対して
（今昔物語巻十六） （今昔物語巻十二）
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＾ 
” ’ 
為乍諸
の
煩悩ぇ云螺りと稼叙上せ、
// 
ヽノ
貧人の有―-
（り
）トモ真金蔵
l
を不そ
が
能レ
（は
）
得レ（る）こと
見
（る）こと。
如下し彼の
•今普
v
示下
（．す
）
こ
と
一切衆生
に
所レる有らい口叫
（山田本妙法趣華経巻二方使品古点
“)
ら
（
へ
）
ば如三シ
．．． 
，・一切
の
星宿邸―-、ル、カ
迄恥ーを。
（石山寺本守起固界主陀羅尼経古点”
房
毒伍寃常
に為
ーー
に
�――
L 
・如レき是
（
の
）
我が義は、
無危孟色の即＇たり詔心。
（石山寺本大般
浮爺禿証
治安四年点巻七
（
り
）
と‘.
” // 
、-
、-
ふ
見
は四稲に所レ
断（せ）らゆ
。
（
成実論天長五年点十二
キは俊袋華の一切に皆愛楽せラエ、天人に
・・牲ーニ如
えて希れらに有―
せ所
ニ
、ー‘
9.
-―― 
（ゆ．）
断
（
せ）
。
辺見も亦四種に
に多いと感じられたぃある。少ないとされながら、この数字は私にとって以外
これは、全用例の約十ニバーセントを占めているので
非常の受身は、
一九九例みられた。
結果では、本来主語であるものが、被迫体修飾語となっいる例も含めると、受芽表現全用例一六二三例のうち、ている例や
、
文脈の前後戚係によって主語
が省略されて
みられない」と
断
言されている。しかし、，．今回調査した
少 あり、
さらに「非竹
の
受身が会話文には全く
に
は
、
「無生物を主語にした受身の首いようはきわめて
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ぐちー文体論のためにー』
（「解釈」第十八巻第十号）に
（れは）
・見
ニ
） 
（に
ヽ
大松柏千株
為
（り
て）
9 
（を）
、
山下
レ木
（の
）
町4糾dT□剥A面叫5流！積セ
（前田家本冥報記長治二年
点
）
非常の受身は、，古文においては、用例が少ないと一般
に言われている。例えば、根来司氏の『古典文学の語り
リ゜
古本説話集
大
、 鏡
『和．．文』..
、-
．
‘ 
•• 
‘• 
堤中納言物語
．＇
やや無理な観がある，
(11-47 
いってゆるやかな曲線を描くこと
が
できる。
この線が、
集で妓少
に
なり、
また再び、
四条宮下野集まで増加して
しかも、
その中には、②の印
na
四⑬れ碑のよう
に
、
明らかに会話（心中思惟も含む）文中に用いられた例もみうけ れ
る
の
である。
ここに記していないものが二例
あるから、
会話文中の使用例は、
合計九例とな・冗多く
「全くない」とは言われないであろう。従っ
．て、
氏の論文の楊合、
に設定しその語主が飼っている」ことを主張するために、．終
わり
．に1個々の作品について、
非常の受身の使用率
を成立年代順に掲げておこう。
(2_11 
一八％）
｀ 
訟妓典侍日記
．（
10-紐．
三六％）
,. 
会話文中一例を含む
．
．＂
．
(．23-g
二五も
会話文中
1
例を
含む
二六％）
はないが、
．松浦宮物語
『和漠混悟文』
百座法談伽嘗抄
和文では、
?
-26 
一六％）
大鋭から次第に減少し、
廷 礼 門 院 右 京 大 夫
今昔物語
•今ヽ
9.＂
ヽ ▲
打 即 集
(
2
_21 
I 
0 � ) 
＾ 
119 
1019 
. 9 , ．．．． 
ーニ％）
三宝絵詞
．． 
宝物集
^’ 
7·­， 
138 
五％）
( 3
-53 
六％，）
「会話文には全くない」ことをその根拠にされるのは、
- 141 -
四条宮下野集
(5
-15
 
l6Io) 
「日本文学では、
作者が話主を別
寛物
語
(
0 _ 2 
0%
）
(6
-60
 
1 0 � )
姓 礼 門 院 右 京 大 夫 集 ( l - 22
五％）
梁 麿 秘 抄梁 臨 秘 抄 口 伝 祭
(
l
-11 
九％）
(0
-22
山路の認
(
3
-16 
0%
）
一九％）
•山路の甜（朝日古典全昏「諒氏物語七」池
田
角條註
。百座法談拙醤抄（桜捩社「百座法談聞密抄」佐藤
洋一郎著）
・宝物集（古典文肛本 宝物集」）
。古本説話集（風間留房「古本説話集総索引」
山
内
集一、
こ
、
三、四、
五」山
田
孝雄以下校註）
・大鏡（桜楓社「大競の研究」秋葉安太郎著）
。今昔物語（岩波害店「日本古典文学大系今昔物語
井幸助校註）
・曲岐典侍日記（朝E古典全襟「翫岐典侍日記」玉
前後の時代で、
どのように変化していくかは、
大変興味
深いところである。
使用テキスト
一方、
和淡混沿文では、
増加の傾向
にあるが、
和文に比較して使用率が少ない。
これは、
説
らして、
第三者的・傍観的な立楊で説教するよりも、
主
観的言い方をした方が、
力強く説得力があり、
それだけ
・染馳秘抄（朝日古典全祖「梁座秘抄」小西甚ー校・梁座秘抄口伝集（．莉礼門院右京大夫楳 武蔵野書院「珪礼門院右京大夫集全釈」本位田重美著）保崇朋編）総索引」久保木哲夫組)
。三宝絵詞（古典文庫 「三宝飴詞」）
総索引」土岐武治著）
•四条宮下野集（笠問蓋院「四条宮下野集校本及び
・堤中納言物語（風間書房「堤中納言物語校本及び
・笠物語（笠肪租院号物語校本及び総索引」小久
中の「松桶宮物語」）
目的逹成の功果が上ったためであ うかと思われる。
•松浦宮物語（養徳社『桂宮本叢舌第十六巻物語二』
話が仏教の布教とか
、
教義的な目的で編集されたことか
註） 校註）
“ 
、ゴ'
- •142 -
亮雄校註）
こ
で
扱
っ
た
。
・ー
大学大学院一年1
和漢混消文としてこの時期の作品が少ないため、
こ
※「三宝絵詞」は平安末期よりも前の作品であるが、
•9 
・ �
-14·3-
